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旧
水
口
町
の
時
代
か
ら
長
年

に
わ
た
っ
て
毎
年
８
月
６
日
に

市
内
の
小
学
６
年
生
２８
名
を
広

島
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
て

語
り
部
さ
ん
か
ら
の
話
を
聞
く

な
ど
、
県
内
で
も
誇
る
べ
き
平
和

事
業
が
、
新
年
度
予
算
で
計
上
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
市
内
各
団

体
の
代
表
が
復
活
を
求
め
る
緊

急
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

 緊急申入れには、甲賀市平和委員会、戦争させない甲賀市民の会、新日本婦人の会甲賀支部の代表のほか、日本共産党甲賀市議

員団、日本共産党甲賀市委員会の小西喜代次委員長、無会派で立憲民主党滋賀県連合会幹事の福井進議員、無会派の田中喜克議員

も緊急申入れに参加。「コロナ禍のもとでこの３年間中止せざるを得なかったことは理解するが、オンラインを活用するとか、さ

まざまな工夫をして実施継続するべき」と強く申入れました。応対した副市長は「予算化しても実施できない時期が続いた。平和

事業そのものは大事であると理解する。どういう形にすればいいのか、検討している」と回答しました。 

の
医
療
費
無
料
化
、
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
要
求
。
ま
た
加
齢
性
難
聴

に
伴
う
補
聴
器
の
購
入
に
補
助
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
点
を
紹

介
し
な
が
ら
、
甲
賀
市
で
も
ぜ
ひ
実

現
を
求
め
ま
し
た
。 

 

市
長
は
給
食
費
を
無
償
化
す
る

に
は
約
４
億
円
の
予
算
が
必
要
で

財
政
的
に
厳
し
い
、
国
や
県
が
方
向

性
を
示
す
べ
き
と
述
べ
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
市
職
員
の
時
間
外
労

働
が
増
え
、
「
午
前
零
時
を
超
え
て

退
庁
」
す
る
職
員
の
実
態
を
早
期
に

是
正
し
、
業
務
量
の
見
直
し
と
職
員

の
適
正
配
置
を
求
め
る
と
と
も
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
民
間

委
託
さ
れ
る
な
ど
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
つ
い
て
の
課
題
と
問
題
点

を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

き
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

国
政
の
焦
点
と
市
長
の
政
治
姿

勢
に
つ
い
て
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
、
核
兵
器
禁
止
条
約
、
気
候

危
機
、
原
発
や
消
費
税
問
題
な
ど
岩

永
市
長
の
政
治
姿
勢
を
質
し
ま
し

た
。
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
つ

い
て
市
長
は
「
安
保
政
策
の
大
き
な

転
換
で
あ
り
、
国
政
の
場
に
お
い
て

幅
広
い
議
論
が
必
要
」
と
述
べ
、
原

発
や
消
費
税
減
税
、
選
択
制
夫
婦
別

姓
に
つ
い
て
も
「
国
に
お
い
て
適
切

に
判
断
す
べ
き
、
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
」
と
、
自
ら
の
所
見
を
述

べ
る
こ
と
を
避
け
ま
し
た
。 

西
山
議
員
は
、
岩
永
市
政
６
年
４

カ
月
、
市
の
人
口
は
５
年
間
で
２
３

６
７
人
減
少
し
て
お
り
、
人
口
減
少

対
策
を
強
化
す
る
こ
と
、
特
に
子
育

て
支
援
策
と
し
て
、
高
校
卒
業
ま
で

西
山
議
員
は
冒
頭
、
新
型
コ
ロ
ナ

が
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
、
２

類
か
ら
５
類
へ
と
変
更
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
「
医
療
体
制
の
強
化

抜
き
に
引
き
下
げ
れ
ば
医
療
現
場

の
混
乱
は
避
け
ら
れ
な
い
」
と
指

摘
、
実
態
把
握
・
検
査
拡
充
、
医
療

体
制
の
強
化
、
中
小
零
細
業
者
に
継

続
的
な
財
政
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
市
長
は
、
「
引
き
続
き

感
染
対
策
は
必
要
。
国
や
県
に
対
し

て
も
必
要
な
対
策
を
要
請
し
て
い

 

２
月
１６
日
開
会
し
た
３
月
定
例
議
会
は
、
市
長
の
所
信
表
明
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
問
が
２
月
２８
日
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
は
、
西
山
実
議
員
が
初
め
て
の
代
表
質
問
に
た
ち
、
①
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
・
医
療
体
制
の
抜
本
的
な
強
化
、
②
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
国
政
の
焦
点
と
市
長

の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
、
③
岩
永
市
政
の
評
価
と
課
題
、
④
新
年
度
予
算
案
の
問
題
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
摘

し
な
が
ら
、
市
民
の
要
求
実
現
を
求
め
ま
し
た
。(

写
真
は
初
の
代
表
質
問
に
立
つ
西
山
議
員) 

 

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
４
３
９
億

円
。
対
前
年
度
比
6.3
％
増
、
過
去
最
大
の
予
算
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
は
、
合
併
特
例
債
を

活
用
し
た
水
口
中
央
公
民
館
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
築

工
事
な
ど
大
型
公
共
事
業
が
数
多
く
予
算
化
さ
れ
て

い
る
た
め
。
財
源
不
足
を
基
金
か
ら
約
３７
億
円
繰
入

し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
岡
田
議
員
は
、
広
島
平

和
記
念
式
典
へ
の
小
学
生
派
遣
事
業
が
カ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
問
題
、
ま
た
民
間
へ
の
業
務
委
託
が
拡
大
さ

れ
て
い
る
点
を
指
摘
、
ま
た
市
民
の
切
実
な
要
求
で

あ
る
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
拡
充
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
に
補

助
な
ど
が
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
等
の
点
を
指
摘

し
、
反
対
討
論
し
ま
し
た
。 


